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論文内容要旨
 1目的
 腎移植のための腎保存方法として,潅流保存法と浸漬保存法がある。前者は,腎を潅流保存装
 置のポンプを用い,潅i流保存液を循環させる方法である。後者は,保存液中に単純浸漬する方法
 であり,コリンズ液をはじめ種々の保存液が開発されでいる。
 実験的に両者の保存法の最長腎保存可能時間は,潅流保存法で7日,浸漬保存法で3日の報告
 がある。摘出前に腎に温阻血が一定時間以上ある場合は,潅流保存法がよりすぐれた保存能力を
 もつが,温阻血がない場合,48時間の保存においては,両者の保存能力に差はないとされている・
 臨床的には,Recipientの術前準備に,Donorとのクロスマッチをふくめ48時間あれば十分
 であり,そのため浸漬保存法がその運搬および手技が容易なことより,屍体腎移植の臨床により
 多用されるようになっている。
 浸漬保存液の主流をなすコリンズ液にもMg塩の析出,高K液であるための生体への影響など
 の問題点もあり,他の電解質組成にも検討の余地を残している。
 更に至適電解質組成を検討し,より簡単で適切な浸漬保存液の開発は,屍体腎移植の普及およ
 び成績向上に不可欠のものと考える。Mod圭fiedCollinsSolution(以下MCSと略す)をはじ
 め,各種保存液を作製し,浸漬保存により犬腎を保存し,自家腎移植により,そのViabilityを
 判定し,各種保存液の保存能力と,至適電解質組成について検討した。
 II研究方法および対象
 保存液として以下の5つを作製した。
 1.MCS;コIlンズ液のMgSO4の含量を励とし,長期に放置してもMgが析出しないことを
 確認した細胞内液組成液。Na10mEq/L,K115mEq/L,Mg6mEq/L。
 2.TH-1液;72時間の犬腎低流量潅流保存が可能であった潅流液(MCSに20%犬血清を
 加えた液)とほぼ同じ電解質組成の液。Na35mEq/L,K80mEq/L。
 3.TH-2液;TH-1液と細胞外液との中間の電解質組成の液。Na80mEq/L,K40mEq/L。
 4.TH-5液;Na,Kイオン濃度を外液組成とし,陰イオンとしてC180mEq/L,HPO42-
 30mM/L,H2PO4『8mM/L含む液。
 5.TH-6液;Na,Kイオン濃度を外液組成とし,TH-5液よりPhosphateの含量をふや
 し,陰イオンとしてC115mEq/L,HPO42-60mM/L,H2PO4-14mM/L含む液。
 以上5つの液を使用し,犬腎の浸漬保存をおこない,以下の方法により至適電解質組成を検討
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 した。
 1)目家腎移植後の生者成績と腎機能の検討
 2)血流再開1時間後の病理組織学的検討
 3)保存腎動脈内皮の走査電顕像の検討
 4)保存腎再潅流液の逸脱酵素の測定
 5)保存腎再潅流液のPHの測定
皿結果
 1.MCS,TH-1液および2液使用により,48時間犬腎保存が可能であった。TH-5液
 では24時間犬腎保存が不可能であったが,TH-6液使用では可能であった。
 2.生着可能であった保存腎の病理組織像は,各保存条件の違いにかかわらず,糸球体はほぼ正
 常に保たれ,尿細管細胞の変性に大きな差を認めることができなかった。
 3.浸漬保存による腎動脈内皮の経時的変化が,走査型電顕像にあらわれた。
 MCS>TH-2液>TH-1液の順にその変化が着明であった。
 4.Phosphateを含むTH-5液,6液での保存腎から流出する逸脱酵素は,Phosphate・を含ま
 ない乳酸加リンゲル液,ハルトマソPH8液によるものより低い値を示した。
 5.TH-5液,6液のPhosphateの含量の差は,保存腎のPHコントロールの差となってあら
 われる。
 IV結論
 1.MgSO4の含量を励に減じたMCSで,48時間の犬腎浸漬保存が可能であり,温阻血時間
 30分+24時間保存に限界点がある。MCSはコ1」ンズ液とほぼ同称の保存能力をもつ。
 2.細胞内液組成のMCS,それにより外液に近い組成のTH-1液,2液,および外液組成の
 TH-5液,6液による犬腎の自家腎移植後の生着成績より,浸漬保存液は,内液組成に近いNa,
 Kイオン濃度をもつことが必要であると考えられた。
 3.細胞外液とほぼ同じNa,Kイオン濃度をもつTH-6液は,陰イオンとしてPhosphateをよ
 り多く含むことにより,24時間犬腎保存を可能とした。Phosphateが保存腎のVialityの保持に
 役立ったと考えられる。その効果の主たるものはPHのコントロールによると考えられ,浸漬保
 存液のBuffercapacityも重要である。
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 審査結果の要旨
 慢性腎不全の治療法としての屍体腎移植は,わが国でも徐々に普及して来ている。しかし,屍
 体腎移植のための提供腎はまだ十分ではなく,この少ない提供腎を安全確実に保存することは,
 屍体腎移植の普及および成績向上に不可欠である。
 本研究は,臨床に多用されている浸漬保存法に使用される保存液の至適電解質組成について検
 討したものである。
 浸漬保存液としては,細胞内液組成とほぼ同じNa,Kイオン濃度をもつCollins液が主流を
 なしているが,Mg塩が析出すること,高K液であるため腎不全患者に使用しにくいという問題点
 がある。MgSO4を1/10に減じたModifiedCollinsSolution(以下MCSと略す),外液組成
 のNa,Kイオン濃度をもつTH-5液,6液,その中間のTH-1液,2液の5つΦ液を用い保
 存実験をおこない,自家腎移植後の生着成績より,MCSは,48時間の犬腎浸漬保存が可能であ
 り,温阻血時間30分+24時間保存に限界点があり,MCSは,Collins液とほぼ同等の保存能力
 をもち,MCSのMgイオン濃度は,Mg塩の析出もみられず,適切なMgイオン濃度としている。
 TH-5液,6液では48時間保存が不可能であり,細胞外液組成のNa,Kイオン濃度は,浸
 漬保存液としては不適であり,より細胞内液組成に近いNa,Kイオン濃度をもつ方に有利性を
 認めている。しかし,保存腎のviabilityの指標になると考えられる保存腎の腎動脈内皮の変化
 が,浸漬保存液として主流をしめる細胞内液組成のMCSより,より外液組成に近いNa35
 mEq/8,K80mEq/召の濃度のTH-1液において軽度であるという結果を得ている。
 浸漬保存液として不利な細胞外液組成液での生着成績,保存腎からの逸脱酸素の流出,再灌流
 液のpHの変化から,陰イオンの組成について検討を加え,phosphateをより多く含むことが,
 保存腎のviabilityの保持に役立つことを認めている。その効果は主に保存腎のpHコントロール
 によるものとし,浸漬保存液のBufferCapacityも重要であると結論している。
 本研究は,保存液の至適電解質組成について,基礎的知見を加えたもので,今後屍体腎移植成
 績向上に資すること大であり,学位授与に価する。
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